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モノブチルスズ（CAS no. 1118-46-3（トリクロリド）他） 

 
文献信頼性評価結果 
 

示唆された作用 
エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 甲状腺ホルモン 抗甲状腺ホルモン 脱皮ホルモン その他* 

－ － － － － － － ○ 

 

○：既存知見から示唆された作用 
－：既存知見から示唆されなかった作用 
*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 
モノブチルスズの内分泌かく乱作用に関連する報告として、試験管内試験の報告において、ステ

ロイドホルモン産生及び代謝への影響を示すことが示唆された。 
 
(１)ステロイドホルモン産生及び代謝への影響 

 Nakanishi ら(2006)によって、モノブチルスズトリクロリド 0.001、0.01、0.1、１、10μM(=0.119、
1.19、11.9、119、1,190μg-Sn/L)の濃度に 48 時間ばく露したヒト胎盤絨毛がん細胞 Jar への影響

が検討されている。その結果として、0.1μM(=1.19μg-Sn/L)の濃度区で 17β-HSD I 比活性(48 時

間)の高値が認められた。なお、モノブチルスズトリクロリド 0.1μM(=1.19μg-Sn/L)の濃度に 48
時間ばく露したヒト胎盤絨毛がん細胞 Jar への影響が検討されているが、17β-HSD I mRNA 相

対発現量には影響は認められなかった。 
想定される作用メカニズム：ステロイドホルモン合成経路への影響 
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